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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第３四半期連結
累計期間

第38期
第３四半期連結
累計期間

第37期
第３四半期連結
会計期間

第38期
第３四半期連結
会計期間

第37期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 72,625,47868,888,14921,601,57720,140,24495,987,870

経常損失（△）（千円） △611,170△264,601△387,130△282,332△642,687

四半期（当期）純損失（△）

（千円）
△744,306△189,109△437,310△280,754△920,629

純資産額（千円） － － 3,996,4503,618,3083,811,568

総資産額（千円） － － 19,003,29917,117,69621,733,162

１株当たり純資産額（円） － － 281.23 254.44 268.09

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△65.21 △13.44 △37.38 △19.95 △76.28

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 20.8 20.9 17.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△3,128,781△193,956 － － △1,974,620

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△552,153△670,635 － － △523,062

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,237,447△484,421 － － 2,038,522

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 4,410,0574,042,9965,392,448

従業員数（人） － － 235 242 234

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 242(489)

（注）従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含んでおります。）であり、臨時雇用者数は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載

しております。

 

(2) 提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 213(471)

（注）従業員数は、就業人員（当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含んでおります。）で

あり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。　

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)　

前年同四半期比（％）　

ライブ・エンタテインメント関連事業（千円） － －

メディア・コンテンツ事業（千円） 834,078 －

合計（千円） 834,078 －

　（注）１．金額はセグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

前年同四半期比（％）　

ライブ・エンタテインメント関連事業（千円） 16,204,293 －

メディア・コンテンツ事業（千円） － －

合計（千円） 16,204,293 －

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当社グループ（当社及び連結子会社）は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。　

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

前年同四半期比（％）　

ライブ・エンタテインメント関連事業（千円） 19,009,022 －

メディア・コンテンツ事業（千円） 1,101,394 －

その他（千円） 29,827 －

合計（千円） 20,140,244 －

　（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の

総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相　手　先

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

金　　額（千円） 割　合（％） 金　　額（千円） 割　合（％）

（株）セブンドリーム・ドットコム － － 4,395,812 21.8

（株）サークルＫサンクス 2,320,847 10.7 3,062,168 15.2

（株）ファミマ・ドット・コム 4,146,007 19.1 － －

　　（注）　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　提出会社が将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況その他提出

会社の経営に重要な影響を及ぼす事象

　当社グループは、前連結会計年度において５億94百万円の営業損失、６億42百万円の経常損失、９億20百万円の当期

純損失を計上しており、継続企業の前提に関する重要事象等が存在しております。当第３四半期連結会計期間におい

ては、前期に比して業績は改善傾向にあるものの、営業損失２億83百万円、経常損失２億82百万円、四半期純損失２億

80百万円と損失を計上しております。また、営業キャッシュ・フローにつきましても主に仕入債務の減少により、６億

94百万円のマイナスを計上しております。

　

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1)業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、設備投資や個人消費に持ち直しの動きが見られるものの、雇用

情勢の低迷やデフレの影響、長引く円高などにより引き続き厳しい状況が続いております。

当社グループを取り巻く経営環境は、国内レジャー・エンタテインメント市場においては、全体としてはほぼ横ば

いの状況で推移しておりますが、当第３四半期連結会計期間は、当社においては例年一時的にチケット販売が減少す

る期間であり第１・２四半期に比して損益及びキャッシュ・フローとも減少しましたが、計画の範囲内に推移してお

ります。

　

セグメント別の営業概況は、次のとおりであります。

[ライブ・エンタテインメント関連事業]

前述の通り、第３四半期に入りプロ野球やJリーグなどがオフシーズンに入る時期でありチケット売上は減少いた

しました。しかしながら、インターネットでのチケット販売は、引き続き順調に拡大しており、「ぴあ会員」も昨年12

月には800万人を突破しました。また、セブン＆アイグループとのアライアンスも計画通りに進捗しております。その

結果、売上高は190億９百万円、営業損失は96百万円となりました。

[メディア・コンテンツ事業]

依然として出版販売や広告市場が厳しい状況にある中で、10月には「ぴあ関西版」を休刊するとともに、引き続き

編集・製作コストの削減や配本の効率化による収益性の改善を図っております。その結果、売上高は11億１百万円、営

業損失は10百万円となりました。

　

以上の結果、当社グループの当第３四半期連結会計期間の業績は、連結売上高201億40百万円(対前年同期比

93.2％)、営業損失２億83百万円(対前年同期比73百万円良化)、経常損失２億82百万円(対前年同期比１億４百万円良

化)、四半期純損失２億80百万円(対前年同期比１億56百万円良化)となりました。

　

尚、通期においては、各種構造改革やコスト削減の効果発現とセブン＆アイグループとの業務・資本提携による

「セブン-イレブン」店舗でのチケットの直接販売が11月より開始されるなど、売上拡大・収益性改善に向けた様々

な施策を実施していることから、計画通りに業績改善が図られると見込んでおります。

　

(2)キャッシュ・フローの状況

  当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は第２四半期連結会計期間末と比較して12億97百万円

減少し、当第３四半期連結会計期間末は40億42百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、６億94百万円の支出（前年同四半期は20億86百万円の支出）となりました。

この主要因は、税金等調整前四半期純損失が２億78百万円、減価償却費が３億44百万円、売上債権の減少が８億95百万

円及び仕入債務の減少が21億５百万円であったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、４億48百万円の支出（前年同四半期は１億22百万円の支出）となりました。

この主要因は、無形固定資産の取得による支出１億28百万円、本社移転に伴う差入保証金の支出３億19百万円による

ものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、１億54百万円の支出（前年同四半期は27億15百万円の収入）となりました。

この主要因は、長期借入金の返済による支出１億53百万円によるものであります。

(3)事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又は改善するた

   めの対応策

  当社グループには、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が

存在しております。

　当社グループでは、赤字基調からの脱却を経営の最優先課題としまして、子会社でありますぴあ総合研究所㈱の事業

休止、「ぴあ中部版」「ぴあ関西版」の休刊等不採算事業の整理や役員報酬を含む人件費や管理部門の経費等のコス

ト削減を計画通りに断行してまいりました。第３四半期連結会計期間は、当社の事業の特性上、例年、一時的にチケッ

ト売上が減少する期間であり、当第３四半期連結会計期間においても損益及びキャッシュ・フローとも減少しました

が、セブン＆アイグループとの業務・資本提携による「セブン-イレブン」店舗でのチケットの直接販売が11月より

開始されるなど、売上拡大・収益性改善に向けた様々な施策を実施しており、通期においては計画通りに業績改善が

図られ、その結果営業キャッシュ・フローの改善も図れると見込んでおります。
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(4)研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1) 主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,000,000

Ａ種優先株式 3,000,000

Ｂ種優先株式 3,000,000

Ｃ種優先株式 3,000,000

Ｄ種優先株式 3,000,000

計 45,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
 現在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,092,913 14,092,913
東京証券取引所

（市場第一部）

 単元株式数は、100

 株であります。

計 14,092,913 14,092,913 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
 発行済株式総
 数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

 平成22年12月31日
－ 14,092,913 － 4,239,158 － －

（６）【大株主の状況】

  大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 22,400　 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 14,067,700 140,677 －

単元未満株式
普通株式      　2,813　

　　
－ －

発行済株式総数 14,092,913 － －

総株主の議決権 － 140,677 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式72株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ぴあ株式会社
東京都千代田区三番町

５番地19
22,400 － 22,400 0.15

計 － 22,400 － 22,400 0.15

　

 

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 1,205 1,110 1,054 949 793 928 746 797 840

最低（円） 1,102 991 946 771 617 700 650 665 750

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,042,996 5,392,448

受取手形及び売掛金 ※2
 7,253,886 10,433,507

商品及び製品 63,806 72,435

仕掛品 1,418 1,427

原材料及び貯蔵品 5,820 5,928

その他 901,851 609,003

貸倒引当金 △22,456 △32,166

流動資産合計 12,247,322 16,482,584

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 19,174

※1
 19,255

工具、器具及び備品（純額） ※1
 30,196

※1
 31,168

土地 6,240 6,240

その他（純額） ※1
 10,677

※1
 7,055

有形固定資産合計 66,288 63,718

無形固定資産

のれん 12,922 4,065

ソフトウエア 3,173,259 3,919,151

ソフトウエア仮勘定 134,821 64,530

その他 62,113 62,703

無形固定資産合計 3,383,116 4,050,450

投資その他の資産

投資有価証券 337,124 373,548

その他 1,452,434 1,189,981

貸倒引当金 △368,590 △427,121

投資その他の資産合計 1,420,969 1,136,408

固定資産合計 4,870,373 5,250,577

資産合計 17,117,696 21,733,162
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 9,942,108 13,991,009

1年内返済予定の長期借入金 612,000 634,800

未払金 771,033 1,009,727

未払法人税等 16,575 40,008

賞与引当金 3,384 5,231

返品調整引当金 244,000 278,000

その他 959,665 592,490

流動負債合計 12,548,768 16,551,265

固定負債

長期借入金 449,000 908,000

退職給付引当金 61,219 54,239

役員退職慰労引当金 100,530 100,530

資産除去債務 15,000 －

その他 324,869 307,557

固定負債合計 950,619 1,370,327

負債合計 13,499,387 17,921,593

純資産の部

株主資本

資本金 4,239,158 5,939,158

資本剰余金 402,670 4,397,624

利益剰余金 △979,334 △6,485,179

自己株式 △61,356 △61,344

株主資本合計 3,601,137 3,790,259

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,657 4,438

為替換算調整勘定 △22,677 △22,509

評価・換算差額等合計 △21,020 △18,070

少数株主持分 38,191 39,380

純資産合計 3,618,308 3,811,568

負債純資産合計 17,117,696 21,733,162
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 72,625,478 68,888,149

売上原価 66,658,219 63,412,360

売上総利益 5,967,259 5,475,788

返品調整引当金戻入額 313,000 278,000

返品調整引当金繰入額 219,000 244,000

差引売上総利益 6,061,259 5,509,788

販売費及び一般管理費 ※1
 6,638,530

※1
 5,773,998

営業損失（△） △577,271 △264,209

営業外収益

受取利息 768 359

受取配当金 2,280 3,137

持分法による投資利益 23,194 15,147

その他 6,851 12,280

営業外収益合計 33,095 30,925

営業外費用

支払利息 36,933 23,898

株式交付費 12,881 －

その他 17,179 7,418

営業外費用合計 66,994 31,317

経常損失（△） △611,170 △264,601

特別利益

投資有価証券売却益 － 134,329

貸倒引当金戻入額 3,000 63,409

その他 － 1,000

特別利益合計 3,000 198,739

特別損失

固定資産除却損 532 110

投資有価証券評価損 82,810 13,940

事務所移転費用 15,300 －

特別退職金 － 34,435

業務委託契約解約違約金 － 48,987

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,997

その他 9,151 －

特別損失合計 107,795 110,472

税金等調整前四半期純損失（△） △715,965 △176,333

法人税、住民税及び事業税 25,675 12,214

法人税等調整額 440 1,749

法人税等合計 26,115 13,964

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △190,298

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2,225 △1,188

四半期純損失（△） △744,306 △189,109
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 21,601,577 20,140,244

売上原価 19,856,949 18,539,307

売上総利益 1,744,628 1,600,937

返品調整引当金繰入差額 16,000 △3,000

差引売上総利益 1,728,628 1,603,937

販売費及び一般管理費 ※1
 2,086,546

※1
 1,887,896

営業損失（△） △357,918 △283,959

営業外収益

受取利息 74 17

払戻金収入 － 5,081

持分法による投資利益 3,265 6,544

その他 709 1,745

営業外収益合計 4,049 13,389

営業外費用

支払利息 11,239 7,046

支払手数料 7,500 －

株式交付費 12,881 －

その他 1,640 4,716

営業外費用合計 33,261 11,762

経常損失（△） △387,130 △282,332

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 4,438

その他 － 864

特別利益合計 － 5,303

特別損失

固定資産除却損 － 43

投資有価証券評価損 47,047 1,205

特別損失合計 47,047 1,248

税金等調整前四半期純損失（△） △434,177 △278,278

法人税、住民税及び事業税 1,874 2,920

法人税等調整額 935 856

法人税等合計 2,809 3,777

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △282,055

少数株主利益又は少数株主損失（△） 323 △1,300

四半期純損失（△） △437,310 △280,754
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △715,965 △176,333

減価償却費 990,537 1,023,546

株式交付費 12,881 －

のれん償却額 8,815 1,620

退職給付引当金の増減額（△は減少） 38,774 6,979

特別退職金 － 34,435

受取利息及び受取配当金 △3,049 △3,497

支払利息 36,933 23,898

投資有価証券評価損益（△は益） 82,810 13,940

投資有価証券売却損益（△は益） － △134,299

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,997

事務所移転費用 15,300 －

有形及び無形固定資産除却損 532 110

業務委託契約解約違約金 － 48,987

売上債権の増減額（△は増加） 1,951,409 3,179,620

たな卸資産の増減額（△は増加） △17,990 8,746

仕入債務の増減額（△は減少） △5,428,306 △4,048,900

未払金の増減額（△は減少） △101,562 △84,471

前受金の増減額（△は減少） － 283,941

その他 94,221 △313,375

小計 △3,034,658 △122,052

利息及び配当金の受取額 3,637 4,247

利息の支払額 △36,881 △23,580

特別退職金の支払額 － △34,435

法人税等の支払額 △60,878 △18,269

法人税等の還付額 － 133

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,128,781 △193,956

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 100,000 －

長期貸付金の回収による収入 － 51,385

有形固定資産の取得による支出 △7,559 －

無形固定資産の取得による支出 △512,215 △555,298

投資有価証券の売却による収入 30,000 165,668

長期前払費用の取得による支出 △145,000 △88

敷金及び保証金の差入による支出 － △321,850

その他 △17,379 △10,452

投資活動によるキャッシュ・フロー △552,153 △670,635
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △654,600 △481,800

社債の償還による支出 △20,000 －

株式の発行による収入 2,914,663 －

自己株式の取得による支出 △16 △11

その他 △2,599 △2,609

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,237,447 △484,421

現金及び現金同等物に係る換算差額 △238 △439

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,443,726 △1,349,452

現金及び現金同等物の期首残高 5,853,783 5,392,448

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,410,057

※1
 4,042,996

EDINET提出書類

ぴあ株式会社(E03379)

四半期報告書

17/26



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　当第３四半期連結累計期間

　　　　　　　　　　　　　　　（自　平成22年４月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　至　平成22年12月31日）

 会計処理基準に関する事項

 の変更

　

　

　

　

　

　　資産除去債務に関する会計基準の適用

　  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

  第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業

  会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

    これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失及び経常損失は、それぞれ375千

  円増加して、税金等調整前四半期純損失は13,373千円増加しております。また、当会計

  基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は15,000千円であります。

　

【表示方法の変更】

　当第３四半期連結累計期間

　（自　平成22年４月１日

　    至　平成22年12月31日）

　（四半期連結損益計算書）

 　 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様　　

　式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

　当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

　

　（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　　前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しており

　ました「前受金の増減額（△は減少）」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記すること

　としました。なお、前第３四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる

　「前受金の増減額（△は減少）」は△201,003千円であります。

　　前第３四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しており

　ました「敷金及び保証金の差入による支出」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記する

　こととしました。なお、前第３四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれ

　る「敷金及び保証金の差入による支出」は△14,000千円であります。

　

　当第３四半期連結会計期間

　（自　平成22年10月１日

　    至　平成22年12月31日）

　（四半期連結損益計算書）

 　 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様　　

　式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

　当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定

したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒

実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、86,854千円であり

ます。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、70,353千円であり

ます。

※２　当第３四半期連結会計期間末日の満期手形の会計処

理については、手形交換日をもって決済処理しており

ます。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日は金融機関の休

日であったため、次の満期手形が当第３四半期連結会

計期間末日の残高に含まれております。

────────

受取手形 48,250千円 　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 1,221,833千円

貸倒引当金繰入額 19,535千円

給与手当及び賞与 2,424,221千円

賞与引当金繰入額 36,226千円

退職給付費用 168,643千円

役員退職慰労引当金繰入額 102千円

業務委託費 556,990千円

販売手数料 930,593千円

貸倒引当金繰入額 －

給与手当及び賞与 2,137,687千円

賞与引当金繰入額 1,611千円

退職給付費用 152,905千円

役員退職慰労引当金繰入額            －

業務委託費 448,718千円

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 337,177千円

貸倒引当金繰入額 19,692千円

給与手当及び賞与 833,692千円

退職給付費用 53,903千円

業務委託費 182,166千円

販売手数料 326,823千円

貸倒引当金繰入額 －

給与手当及び賞与 711,036千円

退職給付費用 50,315千円

業務委託費 140,099千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

                            （平成21年12月31日現在）

　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

                            （平成22年12月31日現在）

　

 （千円）

　現金及び預金勘定 4,410,057

　預入期間が３ケ月を超える定期預金 －

　現金及び現金同等物 4,410,057

　

 （千円）

　現金及び預金勘定 4,042,996

　預入期間が３ケ月を超える定期預金 －

　現金及び現金同等物 4,042,996
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　14,092,913株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　22,472株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

５．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成22年７月29日付で資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分を行いました。この結

果、第２四半期連結会計期間において資本金が1,700,000千円、資本剰余金が3,994,954千円それぞれ減少し、利

益剰余金が5,694,954千円増加しております。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間末における資本金は4,239,158千円、資本剰余金は402,670千円となっ

ております。

　なお、株主資本合計金額には、著しい変動はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

 
チケット事業
（千円）

出版事業
（千円）

情報サービス他
事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                      

(1)外部顧客に

 　対する売上高  
20,004,490968,379 628,70721,601,577 － 21,601,577

(2)セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ 91 13,566 13,658 (13,658) －

計 20,004,490968,471 642,27421,615,236(13,658)21,601,577

営業利益又は営業

損失(△)
△97,281 22,645 69,257 △5,378 (352,540)△357,918

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

 
チケット事業
（千円）

出版事業
（千円）

情報サービス他
事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                      

(1)外部顧客に

 　対する売上高  
67,603,7022,875,8422,145,93472,625,478 － 72,625,478

(2)セグメント間の

内部売上高又は

振替高

60 98 40,594 40,753 (40,753) －

計 67,603,7622,875,9402,186,52972,666,232(40,753)72,625,478

営業利益又は営業

損失(△)
200,357 87,150 285,480 572,989(1,150,260)△577,271

（注）１．事業区分の方法

事業は、製品等の種類、性質及び販売の方法の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品及び役務

事業区分 主要製品及び役務

チケット事業 オンラインチケット販売関連事業

出版事業 雑誌、書籍、ムックス

情報サービス他事業 ネット関連及び新規事業

 　

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自平

成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　本邦の売上高の金額は、全セグメントの売上高の合計額に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自平

成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

 

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間
（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）　
　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営
資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。
　当社は、全社としてレジャー・エンタテインメント領域において事業を行っており、主にチケットの仕入販
売及び付随する事業を行っている「ライブ・エンタテインメント関連事業」と、主にメディア販売・広告・
情報サービス事業を行っている「メディア・コンテンツ事業」を報告セグメントとしております。

EDINET提出書類

ぴあ株式会社(E03379)

四半期報告書

21/26



  
２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日  至平成22年12月31日）
（単位：千円）

　
報告セグメント 　　

合計
　

　ラ イ ブ ・ エ ン タ
　テインメント関連事業

 メ デ ィ ア ・
 コンテンツ事業　

　売上高
　（１）外部顧客に対する売上高
　（２）セグメント間の内部売上高　　
　　　　又は振替高

  65,149,920 
                    －

  
         3,631,786　
                 －
　     

　     68,781,707
               －

　計 　          65,149,920          3,631,786       68,781,707

　セグメント利益　                264,245　           30,781　           295,027
　

　当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日  至平成22年12月31日）
（単位：千円）

　
報告セグメント 　　

合計　
　

　ラ イ ブ ・ エ ン タ
　テインメント関連事業

 メ デ ィ ア ・
 コンテンツ事業　

　売上高
　（１）外部顧客に対する売上高
　（２）セグメント間の内部売上高　　
　　　　又は振替高

  19,009,022 
                    －

  
         1,101,394　
                －　

　     

　     20,110,416
               －

　計 　          19,009,022          1,101,394       20,110,416

　セグメント損失（△）               △96,884
           △10,957
　

        △107,842

　　 
３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日  至平成22年12月31日）
　　　　　　　　　　　　　　 　　             　 （単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計
　「その他」の区分の利益　
　全社費用（注）

　         295,027
            36,843
　       △596,080

　四半期連結損益計算書の営業損失 　       △264,209
　

　当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日  至平成22年12月31日）
　　　　　　　　　　　　　　 　　             　 （単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計
　「その他」の区分の利益　
　全社費用（注）

　       △107,842
            13,071
　       △189,187

　四半期連結損益計算書の営業損失 　       △283,959

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
　
（追加情報）
  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平
成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第20号　平成20年３月21日）を適用しております。 　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 254.44円 １株当たり純資産額 268.09円

２．１株当たり四半期純損失金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 65.21円

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、
１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が
存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 13.44円

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、
１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が
存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額   

四半期純損失（千円） 744,306 189,109

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 744,306 189,109

期中平均株式数（千株） 11,414 14,070

 希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの
の概要

　

───────

　

───────

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 37.38円

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、
１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が
存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 19.95円

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、
１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が
存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額   

四半期純損失（千円） 437,310 280,754

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 437,310 280,754

期中平均株式数（千株） 11,697 14,070

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも
のの概要

　

───────

　

───────

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　
 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

ぴあ株式会社(E03379)

四半期報告書

24/26



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２２年２月８日

ぴあ株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人 トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 杉本  茂次　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田村　剛  　　印

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているぴあ株式会社の平成

21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ぴあ株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２３年２月４日

ぴあ株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人 トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 杉本  茂次　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田村　剛  　　印

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているぴあ株式会社の平成

22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ぴあ株式会社及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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